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取 扱 説 明 書 及び部 品 表 

本製品を安全に、また正しくお使いいただくために 
必ず本取扱説明書をお読みください。 
お読みになった後も大切に保管してください。 
本取扱説明書はお手持ちのスマートフォンや 
タブレットからアクセスすることができます。 



は  じ  め  に 
 
 

 このたびは本製品をお買い上げいただき、ありがとうございました。 

 
 この取扱説明書は、コンビレーキの取扱方法と使用上の注意事項について記載しております。

ご使用前には必ず、この取扱説明書を熟知するまでお読みのうえ、正しくお取扱いただき最

良の状態でご使用ください。 

 
 ●お読みになったあとも必ず製品に近接して保管してください。 
 ●製品を貸与または譲渡される場合は、この取扱説明書を製品に添付してお渡しください。 
 ●この取扱説明書を紛失または損傷された場合は、速やかにお買い上げの販売店または当社 
 にご注文ください。 

 ●本書は、 注意 として、製品自体の損傷防止に関する留意事項を記載しております。 
 ●なお、品質・性能あるいは安全性の向上のため、使用部品の変更を行うことがあります。 
 お手元の製品と本書の内容が一致しない場合もありますので、あらかじめご了承ください。 

 ●ご不明な点やお気付きの点がございましたら、お買い上げの販売店または当社にご相談 
 ください。 

 

  
 

 

      印付きの下記マークは安全上、特に重要な項目ですので、よく読んで必ず 
   お守りください。 

 
 

          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになる 
          ものを示します。 

 
          その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があ 
          るものを示します。 

 
          その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるものを示 
          します。 

危険 

警告 

注意 

 

警 告 サ イ ン  
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安全に作業するために 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 取扱説明書をよく読み、機械の使い方をよく覚えてから使用してください。 

そして、機械を点検して異常がないかを確認してから使用してください。機械を他人に貸すときまたは他人に運転させ

るときは、運転のしかたを教え、取扱説明書も貸与し必ず読んでもらってください。 

1．本機を使用するにあたって 

（1）使用する人の条件 

  次の項目に該当する場合は本機を使用しないで 

  ください。 
飲酒したとき 

過労・病気・薬物の影響・その他の理由により正常な 

 運転ができないとき 

妊娠しているとき 

取扱説明書を熟知していない人 

16 歳未満の人 

 
（2）使用する人の服装 

  機械に巻き込まれたり、滑って転倒したりする事故 

  を予防するため、首巻き・腰タオルをしないで、ヘル 

  メット・滑り止めの付いた靴を着用し、だぶつきのな 

  い作業に適した服装で安全な作業をしてください。 

 

（3）適応トラクタ以外への装着厳禁 

  下記の装着条件に合致するトラクタ以外には装着しない 

  でください。 

 適応トラクタ  ： ５８．７～１１０ｋｗ（８０～１５０ｐｓ） 

 ３点リンケージ規格 ：（２Ｐけん引式）カテゴリ２形 

 ＰＴＯ回転速度 ： ５４０min－１（ｒｐｍ） 

 油圧取出し ： 単動１系統 

 

（4）装着時の前後バランス確認 

  トラクタに装着して持ち上げたときに、総重量の 20% 

以上の荷重が前輪に作用していることが必要です。 
もし、不足するときはトラクタ指定のフロントウエイトを 

取り付けて、20%以上を確保してください。できなけれ 

ば装着しないでください。 

 
（５）バランスウエイトの取付け 

  トラクタのバランスウエイトは指定された部分に指定 

  されたウエイト以外は取付けないでください。 
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2．点検・整備をしてください 

（1）1 年毎の定期点検・整備を 

  整備不良による不具合や事故を防止するため 

  に、１年毎に定期点検・整備を受け、機械が最良 

  の状態で作業ができるようにしてください。 

 

（３）点検・整備・掃除をするとき 

  点検・整備・修理・掃除するときは交通の危険が 

  なく、機械が転倒したり、動いたりしない平坦で安  

  定した場所で、PTO を切り、トラクタのエンジンを 

停止させ、本機に車止めをしてから行ってください。 

 

（４）機械を常にきれいに 

  火災の予防と性能維持のため、回転部への草の 

  巻付きやたまりを取り除き、機械を常にきれいに 

  維持してください。 

 

（６）機械の改造厳禁 

  純正部品や指定以外の部品を取付けないでくださ 

  い。 

  また、改造はしないでください。 

 
 
（７）使用目的以外への使用禁止 

  牧草・稲わら・麦稈の集草を目的として作られた機 

  械です。 

  他の目的には使用しないでください。 

 

 
（８）機械を他人に貸すとき 

  取扱方法をよく説明して、使用前には『取扱説明 

  書』を必ず読むように指導してください。 

 

 

（２）作業前の点検・整備を忘れずに 
  ご使用になる前と後には必ず点検・整備を行ってく 
  ださい。 
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（５）排気ガスには十分注意 

  屋内などでエンジンを始動するときは、エンジンの排気 

  ガスによる一酸化炭素中毒の恐れがあります。 

  エンジン始動は、風通しのよい場所で行い、やむをえず 
  屋内で始動する場合には、十分換気を行ってください。 

 

（６）カバー類を必ず取付ける 
  カバー類などの防護装置を取外すときは、必ず PTO を

切り、エンジンを止めてから行ってください。 

  また、取外したカバー類は必ず元通りに取付けてくださ 

  い。守らないと傷害事故を引き起こす恐れがあります。 

 

 

 

（７）注油・給油するときは 

  エンジンを止め、回転部分が完全に停止してから行っ 

  てください。 

 

（８）タイヤの点検・修理をするときは 

 ①タイヤの空気圧は、規定の空気圧を必ず守ってくださ 

  さい。 

 ②空気の入れ過ぎはタイヤ破損の恐れがあり、死傷事 

  故を引き起こす原因になります。 

 ③タイヤに傷があり、その傷がコード（糸）に達している 

  場合は、使用しないでください。 

  タイヤ破損の恐れがあります。 
 ④タイヤ・チューブ・ホイールなどに関する交換・修理な 

  どは十分な整備設備をもち、特別教育を受けた人がい 

  るタイヤショップなどの専門店に依頼してください。 

 

 

（９）長期格納するときは 
  機械をきれいにし、回転部には十分注油して、屋内の 

  平坦な場所に車輪止めをして保管してください。 

３．作業・移動するときは 
（１）人や動物を近づけない 

  特に子供には十分注意し、近づけないようにしてくださ 

  い。また、トラクタの油圧の昇降は付近に人や器物が 

ないことを確認してから行ってください。 

（２）エンジンを始動するときは 

  PTO を切り、変速レバーを中立にし周囲の人に合図を 

  して安全を確かめてからエンジンを始動してください。 

  守らないと傷害事故を引き起こす恐れがあります。 

 
（３）PTO 回転中は危険です 

  回転部には近寄らない、触らないを守ってください。 
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（４）２人以上で作業するときは 

  ２人以上の共同作業では、お互いに声を掛け合う 

  などして、安全を確かめ合いながら作業してくださ 

  い。 

 

（５）回転中のロータには触れない 
  回転しているロータに、手や足で絶対に触れない 

  でください。巻き込まれ傷を負うことがあります。 

   

（６）巻き付いた草などを取り除くときは 
  PTO を切り、エンジンを必ず止めてから行ってくだ 

  さい。 

（７）急な発進・停止・旋回・スピードの出し過ぎ禁止 

  スピードを出し過ぎたり、急な発進・停止・旋回は 

  事故の原因となるだけでなく、機械の寿命も縮め 

  ますので行わないでください。 

  また、起伏の多いほ場や傾斜地は、きけんです。 
  作業スピードは極力低くして作業を行ってくださ 

  い。 

 
（８）傾斜地で作業するときは 

  次のことを必ず守ってください。 

① 斜面の等高線に平行、または斜めに走行すると 

横転の危険があります。 

斜面の作業は、必ず直角方向に走行してください。 

② 傾斜地で旋回するときは、速度を落とし、急ハン 

ドルを切らないでください。高速で旋回すると、転 

倒する危険があります。 

 

（９）溝や段差、あぜを横断したり軟弱なところを通る 

ときは 

  スリップや転倒による事故を防ぐために、幅・長さ・ 

  強度が十分あるスリップしないアユミ板をかけ、最 

  低速度で通ってください。 

   

（１０）作業途中で運転席より離れるときは 

  平坦な場所に停止し、PTO を切り、エンジンを止 

  め、駐車ブレーキを掛け本作業機側に車止めをし 

  てください。 

     

（１１）回転中のユニバーサルジョイントには触れない 

  回転しているユニバーサルジョイントに、手や足で絶 

  対に触れないでください。巻き込まれ傷害を負うこと 
  があります。 

 

（１２）移動及び作業の旋回のときは 

  トラクタに本機を装着しての移動やほ場での旋回は、 

  必ず３点リンケージでリフトアップしてから行ってくだ 

  さい。 

  急旋回は危険ですので、行わないでください。 
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（１３）高圧油に注意してください 

① 圧力がかかり噴出した油は、皮膚に浸透する程 

の力があり、傷害の原因になります。 
② 高圧油による傷害を防止するために配管・ホース 

などの取外し前には必ず残圧を抜いてください。 

③ 圧力をかける前に配管・ホースなどは正しく確実 

に締付けてください。 

④ 非常に小さな穴からの油漏れは、ほとんど目に 

見えないことがあります。 

手で油漏れを探すことはやめてください。必ず、保

護メガネをかけ、紙などを使用して調べてください。 

     

 ⑤万一、油が皮膚に浸透したときは、強度のアレル 

  ギーを起こす恐れがあるので、すぐ医師の診療を 

  受けてください。 

        

４．輸送するときは 

（1）トラックなどへの積込み・積降しは 

① 平坦な場所でトラックが移動しないようエンジンを 

止め、サイドブレーキをかけ、車止めをしてくださ

い。 

② 積込んだ機械は車止めをし、強度が十分にあるロ 

 ープで確実に固定してください。 

     
 

（１5）ロータを広げての移動禁止 

  移動するときは、ロータを折りたたんで安全ピンを確 

  実に移動状態の位置にしてください。 

  守らないと物損事故や、人に重大な障害を与える恐 
  れがあります。 

（１４）高温油に注意してください 

  ⑥高温油による傷害を防止するために作業直後の 

注油やミッションのオイル交換はしないでください。 
作業前か十分温度が冷えてから行ってください。 

  ⑦火傷やケガを負った場合は、速やかに医者の診療 
   を受けてください。 

（１６）スタンドを移動位置にする 

  移動するときは、必ずスタンドを上げて走行して 
ください。 

 以上、機械の取扱で注意していただく主だった事項を記載しましたが、これ以外にも本文の中で  印を 

付けて安全上の注意事項を表記しております。 
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5.公道走行するときは                                       

農耕用トラクタに関わる道路運送車両法の運用が見直され、保安基準に緩和措置が設けられま

した。必要な対応をすることで、けん引タイプの作業機で公道走行を行うことができます。公道

走行をする際は、下記項目を確認した上で必要な対応を行い、法令遵守して走行してください。 

 

（１）必要な運転免許証について 

トラクタの寸法が下表①～③の数値以内で④最高速度１５ｋｍ／ｈ以下の場合は小型特殊

免許で運行可能になりますが、下表①～④の数値をひとつでも上回る場合、大型特殊免許（農

耕用に限る、も含む）とけん引免許（農耕用に限る、も含む）が必要となります。ただし、

車両総重量７５０ｋｇを超えない農耕作業用トレーラをけん引する場合、けん引免許（農耕

用に限る、も含む）は必要ありません。 

 
     ① 幅１．７m   ② 全高２．０m（安全キャブや安全フレームは２．８m） 

③ 全長４．７m  ④ 最高速度１５km／h 以下 

 
 

下図を参考にご確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

①  

④ 

③ 
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（２）保安基準への適合性確認  

自動車の種類と大きさにより、申請や検査登録が必要になります。 

いずれの場合も農耕作業用トレーラ、農耕トラクタの使用者が保安基準適合性を確保する必

要があります。 

 

けん引車の農耕トラクタの 

種別 

農耕作業用トレーラの種別と手続き 

小型特殊自動車 

[小型特殊自動車] 

①一般的な大きさのもの ※1 

・個別に地方運輸局長から基準緩和の認定を、道路管理者から特殊車両通行 

許可を受ける必要はありません。 

 

②全幅が 2.5m を超えるもの 

・道路管理者(地方整備局、各都道府県、各市町村等)に対し、個別に特殊車両 

通行許可を受ける必要があります。 

 

③長さが 12m または全高 3.8m を超えるもの 

・個別に地方運輸局長から基準緩和の認定を、道路管理者から特殊車両通行 

許可を受ける必要があります。 

大型特殊自動車 

(自動車検査証にけん引時の速

度制限の基準緩和を受けた旨

の記載があるもの) 

大型特殊自動車 

(上記以外のもの) 

[大型特殊自動車] 

①一般的な大きさのもの ※2 

・管轄の運輸支局等で検査登録が必要です。 

 

②長さが 12m または高さが 3.8m を超えるもの、その他オーバーハング等の基準

を超えるもの 

・管轄の運輸支局等で検査登録が必要です。 

・個別に地方運輸局長から基準緩和の認定を、道路管理者から特殊車両通行 

許可を受ける必要があります。 

 

※１ 全幅２．５ｍ、全長１２ｍ、全高３．８ｍを超えない大きさのもの 

※２ 農耕トラクタと農耕作業用トレーラの連結全長が１２ｍを超える場合、道路管理者(地方

整備局、地方自治体等)から、特殊車両通行許可を受ける必要があります。 
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（３）灯火器類・ステッカーの取付け 

下記フローチャート①～③を全てそれぞれについてご確認いただき、必要に応じて公道走行

を行うための追加装備を取付けてください。 

 

①トラクタの大きさ、最高速度による灯火器取付け位置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

けん引をするトラクタは全長４．７ｍ以下、全幅１．７ｍ

以下、全高２．０ｍ以下、かつ最高速度１５ｋｍ／ｈ以下

YES 

前面：Ａ．前部反射器 

後面：Ｂ．後部反射器 

     Ｄ．方向指示器 

を取り付ける必要があります。 

※車幅灯、尾灯、制動灯、および

後退灯は取り付け義務がないの

で備える必要はありません。 

 

次頁の取付け例１を参照してく

ださい。 

前面：A．前部反射器 

     Ｃ．車幅灯 

後面：Ｂ．後部反射器 

     Ｅ．コンビネーションランプ 

     Ｆ．後退灯 

を取り付ける必要があります。 

※トラクタと農耕作業用トレーラ

の連結全長が６ｍ未満の場合は、

農耕作業用トレーラの後面方向指

示器は必要ありません。 

 

次頁の取付け例２を参照してくだ

さい。 

NO 

D.方向指示器A.前部反射器 B.後部反射器 C.車幅灯

E.コンビネーションランプ F.後退灯
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●装備の取付け位置 

・道路運送車両の保安基準により、各種灯火器類の取付け位置は定められています。 

〇前部反射器(リフレクター) 最外側から４０cm 以内、高さは地上２５cm 以上１５０cm以下 

〇後部反射器(リフレクター) 最外側から４０cm 以内、高さは地上２５cm 以上１５０cm 以下

〇車幅灯（ポジションランプ）最外側から１５cm 以内、高さは地上２５cm 以上２１０cm以下 

〇方向指示器（ウインカー）最外側から４０cm以内、高さは地上３５cm 以上２３０cm以下 

〇尾灯（テールランプ）最外側から４０cm 以内、高さは地上３５cm 以上２１０cm 以下 

〇制動灯（ブレーキランプ）最外側から４０cm以内、高さは地上３５cm 以上２１０cm以下 

〇後退灯（バックランプ）高さは可能な限り２５cm 以上１２０cm以下 

 

・車幅灯は前方から確認（視認）できる位置に、上記条件を満たし、可能な限り左右 

対称になるように取付けてください。 

・コンビネーションランプは後方から確認（視認）できる位置に、上記条件を満たし、 

可能な限り左右対称になるように取付けてください。 

・後退灯は後方から確認（視認）できる位置に上記条件を満たすように取付けてくだ

さい。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（取付け例１） 

（取付け例２） 
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②トラクタの運行速度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

●最大安定傾斜角度が不明な場合は、運行速度１５km／h 以下で走行してください。 

    

 

作業機を装着した際に、最大安定傾斜角度が３０度以上又は、３５度以上（車両総重

量が車両重量の１．２倍以上又は、積載により重心高さが上がるもの）であれば、通

常の速度で道路走行できます。 

上記条件を満たない場合は、 

・運行速度１５km／h 以下での道路走行 

・道路走行をする際に、Ｇを作業機後面に表示、 

Ｈを作業機後面に表示、 

Ｉをトラクタ後面・運転席に表示 

を行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

＜安定性に関して＞ 

NO YES 

後面：Ｇ．制限標識 

     Ｈ．速度制限表示 

トラクタ後面：Ｉ．速度制限表示 

を取り付け、１５km／h以下で走行

する必要があります。 

②での追加装備は

必要ありません。 

YES NO 

YES NO 

基準に適合した制動装置を 

備えているか。 

最大安定傾斜角度が３０度以上又は、３５度以上。 

トラクタの運行速度が１５km／hを超えて走行が可能か。 

②での追加装備は

必要ありません。 
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●装備の取付け位置 

・Ｇ、Ｈ、Ｉは後方から確認できる位置に取付けてください。 

・Ｈは運転席にも表示する必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③作業機装着時の全幅 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（取付け例） 

③での追加装備は

ありません。 

YES 

前、後面：Ｋ.外側表示板 

後面：Ｇ.制限標識 

Ｊ.全幅表示 

を取付ける必要があります｡ 

NO 

けん引作業機の全幅が２．５ｍ以下 

Ｉ.速度制限表示（トラクタ側）

 Ｇ.制限標識 Ｈ.速度制限表示（作業機側）

　

Ｋ.外側表示板 Ｇ.制限標識 Ｊ.全幅表示
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●装備の取付け位置 

・Ｇ、Ｊは後方から見やすい位置に取付けてください。 

・Ｋは前後、両端に赤白ラインが「ハの字」になるように取付けてください。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（取付け例） 
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※全幅２．５m を超過する場合は、道路管理者（国道：地方道路局、県道：各都道府県、

市道：各市町村）から特殊車両通行許可を得る必要があります。 

 

全長4.7m以下、
全幅1.7m以下、
全高2.0m以下、
最高速度15km/h
以下の場合

上記の寸法
または最高速度
15km/hを1つでも
上回る場合

全幅が2.5mを
超える場合

灯火器取付け位置

車幅灯
前部反射器

尾灯
後部反射器

制動灯
方向指示器

後退灯

灯火器類・ステッカー取り付け例

（ア）

（イ）

（ウ）

灯火器・ステッカー

A.前部反射器

H.速度制限表示

(作業機側)
F.後退灯

C.車幅灯

G.制限標識

B.後部反射器 D.方向指示器

I.速度制限表示

(トラクタ側)

E.コンビネーションランプ

J.全幅表示 K.外側表示板
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●p.５「②トラクタの運行速度」を確認後、速度制限表示が必要な場合は取付けてくだ 

さい。 

 

   例：（ウ）に速度制限表示を追加 

●灯火器類取付けの際には、トラクタの操作と連動して点灯することを確認後に公道走行

を行ってください。また、灯火器類・ステッカーが汚れたときは視認できるように掃除

をしてください。 

 

（４）農耕作業用トレーラの構造要件(分離時の連結維持構造)に関して 

農耕トラクタが農耕作業用トレーラをけん引した際に、不意に連結装置（ドローバ等）が分

離したときでも農耕トラクタと農耕作業用トレーラの連結を保つことができる構造でなけ

れば道路走行できません。セーフティチェーン等を備え、けん引時にはセーフティチェーン

等をねじ止め等でつないで道路を走行してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細は日農工「公道走行ガイドブック」(http://www.jfmma.or.jp/koudo.html)をご覧ください。 

その他不明な点は、お買い上げいただいた販売店にご相談ください。 

セーフティチェーン 
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安全に作業するために 
5.警告ラベルの貼付位置  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②部品コード 001204500042 

 

④部品コード 001306000960 

 

③部品コード 001306000190 

   

①部品コード 001206000650 

   

⑤部品コード 001306951010 

    

⑥部品コード 001306000820 
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安全に作業するために 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⑧部品コード 001206000750 

  

⑦部品コード 001306000730 

下降防止を完全にするために，

●　移動・運搬時は必ず安全ピン

　　を，移動状態の位置にしてく

　　さい。

安
全
ピ
ン

●移動状態

●作業状態

●　作業時は安全ピンを，作業状

　　態の位置にしてください。

　危　険

の
位
置

リンチピン

０ ０ １ ３ ０ ６ ０ ０ ０ ７ ３ ０

 

警告ラベルの取扱注意事項 
（１）警告ラベルはいつもきれいにして傷をつけないように、また汚れている場合、中性洗剤で洗い、柔らかい布で 
  水気を拭いてください。 
（２）傷ついたり、汚れたり、はがれた場合は、お買い上げの販売店または当社に注文し新しいラベルを元の位置 
  に貼ってください。 
（３）警告ラベルが貼ってある部品を交換する場合は、新しいラベルを注文して元の位置に貼ってください。 
（４）新しいラベルを貼る場合は、汚れを拭き取り、乾いた面に貼ってください。 
  気泡は隅へ押しながら抜いてください。 

⑨部品コード 001206002280 

⑮部品コード 001206002260 

⑩部品コード 001206002320 ⑪部品コード 001206002330 ⑫部品コード 001206002340 

⑬部品コード 001206002220 ⑭部品コード 001305200020 

⑯部品コード 001305300060 ⑱部品コード 001205200030 ⑰部品コード 001205300020 
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本製品の使用目的とサービスについて 
 
本製品の使用目的について 
  本製品は、牧草の集草にご使用ください。 
  使用目的以外の作業や改造などは、決して行わないでください。 
  使用目的以外の作業や改造をした場合は、保証の対象になりません。 
 
アフターサービスについて 
  機械の調子が悪いとき、不調診断に従って 
  点検・処置しても、なお不具合があるときは、 
  お買い上げいただいた販売店、農協、または、 
  お近くの当社営業所・出張所までご連絡くだ 
  さい。 
 
【連絡していただきたい内容】 
  品名と型式 
  機体№（ＳＥＲ－№） 
  ご使用状況は？ 
  （どんな条件でどんな作業をしていたときに） 
  どれくらい使用されましたか？ 
  （約◯◯時間使用後） 
  不具合が発生したときの状況をできるだけ詳しく教えてください。 
 
  ※機体№は、上図に示す機体銘板に打刻しております。 
 
 【今後の参考のため、次の空欄に機体№などを記入しておいてください。】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

車台番号について 

本製品には、上記機体No．と関連させて 

機械の同一性を管理する車台番号が 

打刻されています。 

打刻位置と打刻形式は右図を参照ください。 

 

車台番号 

CT6400-＊＊＊＊ 

 
 
 

 

品 名         コンビレーキ 
型 式         ＣＴ６４０１ 
機 体 №         
（ＳＥＲ－№） 

 

購入年月日                  年    月     日 

販 売 店 名          
ＴＥＬ        （      ） 

 

（機体銘板貼付け位置図） 

　農 　 作　 業　 機　

型 式 製造番号

製 造

合 格 証
株式会社

 
 

機体銘板 

車台番号打刻位置 
メインフレームの左側面前方 
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番号 名 称         は た ら き                     

１ ユニバーサルジョイントＡ トラクタからの動力を本機に伝える（広角・クラッチなし） 

２ ヒッチ トラクタと本機を連結する 

３ ロータ ミッションからの動力でタインを回転させる 

４ タインアーム タインを取付けする腕 

５ タイン 草を集めるスプリングつめ 

６ 高さ調整ハンドル ロータ車輪の高さ調整（タイン拾い上げ高さ） 

７ ミッション トラクタからの動力を左右のロータに伝える 

８ ユニバーサルジョイントＢ ミッションからの動力をロータに伝える（片側広角・クラッチ付） 

９ ローターブラケット 作業幅を変更する時に移動させます。 

１０ ローターフレームギヤ 作業幅を変更する時に回します。 

１１ ロックカナグ ロータが９０°上がったときにロックします 

１２ 安全ピン（ロックピン） 
ロータを９０°上げ、移動する時に、振動で上記ロックが外れない様に

します。 

１３ スタンド トラクタとの着脱時及び保管時に使用する 

１４ タイヤフレーム タインアームと地面の水平を保つ 

１５ ロープ ロータを９０°上げたときのロック、解除ロープ 

１６ PTOジク トラクタからの動力をロールベーラへ伝えます。 

◆ 機体方向の説明 

この取扱説明書で使用している“前後・左右・左回り・右回り”まどの方向は、矢印の通りに決めています。 



トラクタへの装着・ロールベーラの取り付け           
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 トラクタへの本機装着は、平坦で安定した場所で行ってください。 

 ロワーリンクへの装着はトラクタの動きに十分注意し、２人以上の共同作業では、お互いに声を掛け合うな 

 どして、安全を確かめ合いながら作業してください。 

 ユニバーサルジョイントの接続は、必ずトラクタのエンジンを止め、ＰＴＯクラッチを切ってから確実に取付け 

 てくっださい。 

 以上のことをまもらないと、傷害発生の恐れがあります。 
 
 
 
１.トラクタロワーリンクへの装着のしかた                 

◆ 本機のロワーリンクピンはカテゴリ２です。 

他のロワーリンクピンは装着しないでください。 

 

◆ ロワーリンクの取付け順序 

左のロワーリンク右のロワーリンクの順序で取付けて

ください。 

 

◆ チェックチェーンで横振れ調整 

運搬時、本機の横振れを防止するために、チェックチ

ェーンでトラクタ中心に本機中心が一致するように

左右均等に固定してください。 
 
◆ スタンドを上げる 

トラクタのロワーリンクを少し上げて、スタンドを持ち

上げ作業位置にセットしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ 平行状態に調整する 

① 左右の平行調整 

トラクタ側のリフティングロットを使用して、本機のヒ

ッチ（マスト）が左右同じ高さになるように調整してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②前後の高さ調整 

 メインフレームが地面と平行になるようロワ―リンク 

 高さを調整してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

警 告 
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２．トラクタ側ユニバーサルジョイントの取付け    

◆ ユニバーサルジョイントの取付け順序 

本機入力軸に広角側を取り付けてから、トラクタＰＴ

Ｏ軸側を確実に取付けしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ ユニバーサルジョイントの長さ確認 

ユニバーサルジョイントの長さは、ロワ―リンク上下

による本機の上昇・下降及び旋回などにより変化しま

す。 

先に、ユニバーサルジョイントの長さを確認してくだ

さい。長すぎるときは、下図の寸法が確保できるよう

に切断してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

 ユニバーサルジョイントを切断するときは、ジョイン

トの取扱説明書に従ってください。 

 

◆ カバー回転止めチェーンで固定を 

ユニバーサルジョイントのカバーが回転しないよう

に、チェーンに余裕をつけてしっかりと固定してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３. セーフティチェーンの接続 

◆作業機を農耕トラクタでけん引して公道走行する際 

はセーフティチェーンでの連結が必要です。 

セーフティチェーン1本とアールピン付きのシャック

ル2個を付属しています。本機をトラクタでけん引し

公道走行する際は、必ずチェーンで作業機とトラクタ

を連結した状態で走行してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① セーフティチェーンの片端と本機ケンインフレーム

前方の穴を、シャックルを使用して固定します。 

 

②チェーンをトラクタのドローバ部に回しかけ、トラク

タから外れないようにします。 

 

③本機ケンインフレーム右前方の穴へシャックルを使用

して固定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

●シャックル固定後は必ずアールピンを入れ、抜け止

めしてください。 

●旋回時にチェーンがドローバ等に引っかからない

事を確認して下さい。 

  

セーフティチェーン シャックル 
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４．油圧ホースの接続                

◆ 接続は残圧を抜いてから 

① トラクタのエンジンを停止し、トラクタの油圧 

操作レバーを動かして残圧を抜いてください。 

② ロータ上下の油圧ホースをトラクタの単動カプラに

接続してください。 

③機体後方まで伸びている、ロールベーラ中継用の 

 油圧ホースをトラクタに取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

 油圧ホースを取外す場合はトラクタの油圧レバー 

 を押し引きしてトラクタの残圧を確実に取り除い 

 てください。 

 油圧ホースをトラクタから外したときは、必ず付 

属のダストキャップをカプラーに差し込み、傷を 

付けないようにしてください。 

また、ゴミはきれいに拭き取ってください。 

 トラクタの油圧カプラのメーカー及び規格が異な 

ると、油圧オイルが流れない場合があります。 

 販売店へご相談ください。 

 トラクタのオイルが少ない場合も不具合が生じま 

 すので、オイル量もチェックしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．ロックカナグ解除ロープ（ワイヤ）の調整        

注意 

 ロールベーラの結束作業中、本機を後進させるお客様 

 （草量が多い場合や、梱包ロールが転がりにくい、 

  傾斜地の為等、ロールベーラの結束作業中に本機 

  を後進させるお客様）はチョイ上げ機能（25ページ

参照）を使うと、ロールベーラの前に草だまりでき、

梱包作業に支障をきたす場合があります。 

 その場合は解除ロープ（ワイヤ）の長さを調整し、 

 チョイ上げ機能は使わずに、ハーフリフトで使用して

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハーフリフト 

チョイ上げ 
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◆ 解除ロープ（ワイヤ）の長さ調整 

① ローターアームを下げ作業状態にします。 

（ローターアームの上下について 24ページ参照） 

②解除ロープを引っ張っていないときに、ロックカナ

グがハーフリフト位置になるよう、解除ロープのワ

イヤ長さを調整します。 

③解除ロープを引っ張らないでローターアームを上

げ、ハーフリフト位置で保持される事を確認してく

ださい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．ロールベーラの取り付け             

◆ 本機の標準けん引ヒッチはローヒッチです。 

 ハイヒッチ仕様を希望の方は販売店へご相談 

 ください。 

①ロールベーラを本機後方部に取り付けてください。 

②ユニバーサルジョイントを取り付けてください。 

 その際、本機側に広角側ジョイントシャフトを取り付 

 けてください。 

  

 

 

 

 

 

 

 

◆ ユニバーサルジョイントの長さ確認 

ユニバーサルジョイントの長さは、旋回などにより変

化します。 

先に、ユニバーサルジョイントの長さを確認してくだ

さい。長すぎるときは、次図の寸法が確保できるよう

に切断してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

 ユニバーサルジョイントを切断するときは、ジョイン

トの取扱説明書に従ってください。 

  

◆ カバー回転止めチェーンで固定を 

ユニバーサルジョイントのカバーが回転しないよう

に、チェーンに余裕をつけてしっかりと固定してくだ

さい。 

 

  

解除ロープ（ワイヤ） 

ロックカナグ 

ローターアーム 
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③ロールベーラの油圧ホースカプラを本機後方部の油圧

カプラに差し込んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意 

 油圧ホースの本数、油圧カプラの形状が合わない場合 

 は別途購入頂く必要があります。 

 販売店へご相談ください。 

 

④ロールベーラの電気配線を、販売店と相談の上、延長

（中継線作成）し、トラクタ側と接続してください。 
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１．下降防止安全ピンの取扱い            

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆ 下降防止を完全にする為に 

●移動・運搬時は必ず安全ピンを移動状態の位置 
 にしてください。 
●作業時は安全ピンを作業時の位置にしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注意 
 ピンの切換えは、ローターが上がってロックカナグの 

かかった状態で行います。 
 

危険 

移動・運搬時には下降防止をより完全にするために 

必ず安全ピンを移動の状態にしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２.ローターの上下について              

トラクタの油圧を操作して上下します。 

◆ 下げるときは 

①下降防止安全ピンを作業状態にする。 
②トラクタの油圧を操作してローターを最大まで上げ、 
 ロックカナグをフリーにしてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ロックカナグ解除ロープを引いて、ロックカナグを上 
 げ、油圧を操作してロータを下げてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

注意 

・ ロックがかからない位置までロータが下がったら、ロ 

－プを離してください。 

・ 進行方向に向かって赤のロープは右のロータ、白のひ

ロープは左のロータで、両方を下げるときは両方のロ

ープを引いてください。 

 

 

 

 

安全ピン 

ロックカナグ 
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◆ 上げるときは 

① ロックカナグ解除ロープを引いて、ロックカナグ 

を上げてからロータを最大まで上げてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②ロープを離してロックカナグを下げてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③油圧を操作してロータを下げ、ロックカナグをか 

 けてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ チョイ上げをするときは 

ロールベーラの結束作業中、タインが地面をかかない 
様に、ロータをチョイ上げしてください。 
 
 チョイ上げのしかた 

 ロープを引かずに、トラクタの油圧を操作してロータ 

 を上げてください。 

 ロックに当り、チョイ上げ状態になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ ハーフリフトするときは 

作業中集草列をまたぐときは、ハーフリフトして草を

引っかけないようにしてください。 

 チョイ上げを使用している時のハーフリフトの仕方 

 ロープを軽く引き、ロックカナグを軽く上げてくださ 

 い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 トラクタの油圧を操作してロータを上げてください。 

 ロックカナグに当り、ハーフリフト状態になります。 
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 チョイ上げを使用していない時のハーフリフトの 

 仕方             （21ページ参照） 

 解除ロープの長さ調整でロックカナグがハーフリフト 

 位置で保持されている状態で、ロープを引かずに、 

 トラクタの油圧を操作してロータを上げてください。 

 ロックに当り、ハーフリフト状態になります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

警告 

周囲に人がいないことを確認してから作業を行って 

ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３.ロータ距離（作業幅）の調整               

 本機はロータブラケットの取付け位置を変更すること 
により、集草幅が変えられます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
①ロータを接地させている状態で、角パイプキャップを 
 外し。ローターブラケットの組み付けボルト 
（左右各８本）を外してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
②油圧でロータを少し（チョイ上げ程度）上げてくださ 
 い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ロータブラケット 

角パイプキャップ ボルト（Ｍ16）ｘ８本 
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③次表を元に、ギヤシャフトを回して、ロータ位置を 
 変更してください。 
 ※ギヤシャフトの動きが極端に硬い場合は 
  Ｍ16ボルトを回し、ローターブラケットを 
  少し開いてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

穴位置 作業幅 ウインドロー幅 
A 590 110 
B 600 120 
C 620 140 
D 640 160 

                                   (単位 cm） 
注意 

 上表は目安であり、作業速度や草量で変化します。 

 実際の作業と見比べながら調整してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ ローターブラケットの組み付けボルトを確実に締め、 
（左右各８本）を角パイプキャップをつけてください。 
 

警告 

周囲に人がいないことを確認してから作業を行って 

ください。 

トラクタのエンジンを停止させてから行って 

ください。 

 

４.ロータ車輪高さの調整                 

◆ ほ場条件によって調整してください 

車輪高さを調整することにより、タインと地面のすき

間を調整します。 

 ほ場条件が凹凸や地面が軟らかいとき、 
 また牧草の刈り込み高さの高低などによってその条件 
 に合わせ、調整してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 タインと地面のすき間 

① 標準的なほ場条件下では１～３ｃｍです。 

② 軟らかいほ場、牧草の刈り込み高さが高い、凹凸が多

いほ場は３～５ｃｍ。 

③ 硬いほ場、牧草刈り込み高さが低い、凹凸がないほ場

は０～３ｃｍ。 

 

注意 

 タインと地面とのすき間は、開け過ぎると牧草の拾い 

 残しの原因となり、また逆に狭過ぎると土砂の混入 

 や刈株を傷つけたり、タイン損傷の原因となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ギヤシャフト 

Ｍ16ボルト 
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◆ 調整のしかた 

調整はロータ上部のロータ車輪高さ調整ハンドルを

回して行います。 

① 油圧を操作して、ロータ車輪を少し浮かしてくださ 

い。 

② リンチピンを外し、調整ハンドルを反時計方向に回す

と、タインと地面のすき間が大きくなり、時計方向に

回すと小さくなります。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 高さ調整後は再度リンチピンを通し、調整ハンドルを

固定してください。 

 

 

５.移動時、タインアームの取扱い              

◆ 移動時は全高を低くする為、外側左右各３本のタイン

アームを本機ホーシングへ収納してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

警告 

必ず、トラクタのエンジンを切ってからタイン 

アームを収納してください。 

 

 

６.トラクタ側ジョイントスタンドの取扱い 

ユニバーサルジョイントをトラクタより外したときは、

マストについているジョイントスタンドにかけてくださ

い。 

 
①リンチピンを外し、ジョイントスタンドを回し、 
 再度リンチピンを入れてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

外側３本外す 

ホーシング上へ収納 

リンチピン外す 

リンチピン挿す 

作業時ジョイントスタンド位置 

ジョイント収納時ジョイントスタンド位置 

リンチピン 

調整ハンドル 
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②ジョイントをかけてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注意 

 作業時は、ジョイントスタンドを回して収納してくだ 

 さい。 

警告 

必ず、トラクタのエンジンを切ってからジョイントを 

かけてください。 
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１.作業手順と要点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

トラクタへの装着・ロールベーラの装着 

ほ場への移動 

作業前の調整 

次のほ場へ移動する 

移動・格納 

準備 

作業 

ロータの回転確認 

ロータを最大まで上げる 

周囲の安全を確認する 

ロータを上げる 

周囲の安全を確認する 

ロータを下げる 

ローター距離の調整 

タイン高さの調整 

ロワーリンク、リンクチェーン、ユ

ニバーサルジョイント、油圧ホース

の接続 

ロックカナグ解除ロープの調整 

スタンドを上げる 

ＰＴＯを入れ、作業 

試運転・ＰＴＯを入れる 

周囲の安全を確認する 

急発進、急旋回はしない 

結束中はチョイ上げ又はハーフリフト 

作業が終了したら、ＰＴＯを切る 
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２.作業前と各部の調整                
◆ 作業幅、集草幅の調整 

 草量及び後作業機に合わせて「ロータ距離」 
 を選定してください。 

（26ページ参照） 
 
◆ 下降防止安全ピンの切換え 

 安全ピンを「作業状態」にしてください。 
（24ページ参照） 

 
注意 

 作業状態にしないとロックカナグが上がりません。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆ ローターを下げる 

・ ロープを引き、油圧を操作してロータを下げます。 

 （24ページ参照） 

 

 片側のロータのみの作業を行うときは、下げたい側の 
 ロープを引いて片側のみを下げてください。 
 

 

◆ タインと地面のすき間調整 

ロータ車輪高さ調整ハンドルを回して、すき間を調整し

てください。  
（27ページ参照） 

 
◆ 作業速度とＰＴＯ回転速度 

作業速度は牧草の状態、ほ場条件及びロールベーラに

より、異なります。 

作業速度は５～１０kｍ/hが目安です。 

ＰＴＯ回転数は５４０min-1が標準です。 

 

注意 

 ＰＴＯを入れるときは回転速度を下げてください 
 
 

危険 

ＰＴＯやロータ回転中は近づいたり触れたりしないでく

ださい。巻き込まれてけがをする恐れがあります。 
 
 
３.集草作業について                

◆ 左回りが基本です 

通常の作業は左回りを基本としてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
草量が多い場合は 
レーキの作業幅全体を使わずに草を集める等、 
ロールベーラの梱包性能に合わせてレーキの 
かけ幅を調整してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 コーナー部分は、できるだけ速度を落とし、本機 

 タイヤとロールベーラが接触しないよう、注意して 

大きく旋回してください。 

 
注意 

 急な旋回をすると本機タイヤとロールベーラ 
が接触して破損する恐れがありますので行わ 
ないでください。 

 
 
 
 

上がらない 

全幅かけない 
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４.結束時の操作について                
タインが地面をひっかく場合はロータを上げてください 
 
◆結束時、本機を後進させない場合 
 （ロータのチョイ上げ使用可能）  （25ページ参照） 
 油圧を操作してロータがロックカナグに当たるまで 
 上げてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆結束時、本機を後進させる場合 
 （ロータのチョイ上げ使用不可）  （26ページ参照） 
  解除ロープの長さ調整でロックカナグがハーフリフ 

 ト位置で保持されている状態で、油圧を操作してロー 

 タがロックカナグのハーフリフト位置に当たるまで上 

 げてください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注意 

 ＰＴＯ回転を止める必要はありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆ ジョイントクラッチが作動したらＰＴＯを切る 

ユニバーサルジョイントのクラッチは、タインに過負

荷がかかったときに作動し、本機の損傷を未然に防ぎ

ます。 

※ ５秒以上作動させないでください。 

クラッチが作動したらＰＴＯを切り、エンジンを止めて

から原因を取り除き、作業を再開してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５.移動するときは                 
①タインアームを外側左右各３本ずつを本機ホーシング 
 上へ収納してください。     （28ページ参照） 
②ロープを引き、油圧でロータを上げてください。 
③ロープを離し、ロックカナグをかけ、油圧を下げます。 
④ 安全ピンを「移動」状態にしてください。 

（24ページ参照） 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 移動するときは、絶えず周囲の安全に注意し、走 

行してください。 

・ 悪路では安全及び本機を保護するため、必ず徐 

行してください。 

 

 

 

 

注意 
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６.運搬するときは                 
 トラック輸送等、揺れが大きい状態での運搬、移動時 
 は、タインアームはホーシング上に収納せず、別個に 
 運んでください。 
 収納部分が破損する恐れがあります。 
 
 
 
７.傾斜地での作業                 
◆ 必ず直角走行・急ハンドル禁止 

等高線に対して直角走行し、旋回は速度を落とし、急ハ

ンドルは切らないでください。 
 
 
 
 
斜面の等高線に平行、または斜め走行や急旋回は 

横転の危険がありますので決して行わないでください。 

 
 
８.ステアリングの調整                 
 ウィンドローがロールベーラに対して左右にずれる場

合はステアリングロッドの長さ調整を行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ロックナットを緩め、シテンボルトを外し、ロッドエ

ンドを回転させてA寸法を調整してください。 
 
 
 

 ウィンドローが本機（ロールベーラ）の進行方向に対

して 
   右に寄っている場合・・・A寸法を長くして 
               ください。 
   左に寄っている場合・・・A寸法を短くして 
               ください。 
 
 
注意 

 A寸法の調整はウィンドローの位置を確認しながら、 
少しずつ行なってください。 

 

 

調整を行う場合はトラクタのエンジンを停止させ 

てから行ってください。 

警告 

ステアリングロッド 

シテンボルト 

警告 
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作業の安全確保と、故障を未然に防ぐには、機械の状態をよく知っておくことが大切です。 
作業前の点検は、欠かさず行ってください。 
 
 
 
 
 取外したカバー類は必ず取付けてください。衣服が巻き込まれたり恐れがあり、危険です。 

 点検整備をするときは油圧を切り、エンジンを停止させて回転が止まってから行ってください。 
 
 
１．点検一覧表  
 
№ 項 目         内 容         参照ﾍﾟｰｼ  ゙ ﾁｪｯｸ 

１ タインと地面のすき間調整 通常作業時 １～３ｃｍ ２７  

２ 車輪アームへの草の巻き付き 巻き付いた草を除去する ー  

３ タインの折れ、曲がり 交換または修理 ー  

４ ミッション給油 ギヤオイル＃９０補充 ３５  

５ タイヤ 空気圧不足のときは空気補充 ３５  

６ その他各部の注油・グリスアップ 「各部への給油」参照 ３７～３８  

 
 以上について異常が認められない場合は、ＰＴＯ回転速度５００～５４０ｍｉｎ－１（ｒｐｍ）まで徐々に上げ、 

 １~２分間ならし運転を行ってから作業を始めてください。 

 
 
 

点 検 メ モ                        

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

警告 
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 各部の調整をするときは、ＰＴＯを切り、エンジン 

 を停止させて回転部が止まってから行ってください。 

 手袋を必ず着用してください。 

 
 
１．ミッション給油                 
使用１００時間ごとに全量を交換してください。 

給油量は給油口まで入れてください。 

 ・使用オイル   ギヤオイル＃９０ 

 ・給油量      ゲージ位置まで（約3.0 ﾘｯﾄﾙ） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．タイヤボスのボルト・ナットの増し締め      
ホイールを止めているボルト・ナットは、凹凸の多いほ

場では初期段階にゆるむ場合があります。 

定期的に点検し、ゆるんでいる場合は下図の順序で増し

締めしてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．タイヤの空気圧の調整、及び摩耗、損傷      
◆作業前にはタイヤの空気圧を確認してください 
 
 
 
 
 タイヤの空気圧は取扱説明書に記載している規 

 定圧力を必ず守ってください。 

 空気の入れ過ぎは、タイヤ破損の恐れがあり死 

 傷事故を引き起こす原因になります。 

 タイヤに傷があり、その傷がコード（糸）に達して 

 いる場合は、使用しないでください。 

 タイヤ破損の恐れがあります。 

 タイヤ・チューブ・ホイールなどに関する交換・修 

 理などは、十分な設備施設をもち、特別教育を受 

 けた人がいるタイヤショップなどの専門店に依頼 

 してください。 
 
 
外観からタイヤの空気圧を判断する目安は次のとおりで

す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◆本機に装着しているタイヤのサイズと規定空気圧 
 

場   所 タイヤサイズと規定空気圧 

ロータ部のタイヤ 

タイヤサイズ 
 １５ｘ６．５０－８ ４ＰＲ 
 １６０ｋｐａ 
空気圧（１．６ｋｇｆ/ｃ㎡） 

ホーシングタイヤ 

タイヤサイズ 
１１．５／８０－１５ ６ＰＲ 
 ２２０ｋｐａ 
空気圧（２．２ｋｇｆ/ｃ㎡） 

 
 
 
 

注意 

 

警告 
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４．車輪止め                    
駐車時は、必ず車輪止めでタイヤの歯止めをしてくださ

い。また、使用後はフレーム部へ格納してください。 
 
 
 
本機をトラクタから切り離したときも、必ず車輪止めで

歯止めをしてください。 

本機が動き、思わぬ事故の原因になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．油圧シリンダのエアブリーザ                    
 
 本機の油圧シリンダにはエアブリーザを使用していま 
 す。 
 エアブリーザが詰まると油圧シリンダの動きが悪くな 
 りますので、５０時間毎を目安に清掃、（又は交換）を 
 行ってください。 
 ※使用環境によりエアブリーザが詰まる時間は異なり 
  ます。 
  適時、清掃してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６．ロータのグリス給油                   

 ロータにはグリス注入ミッションを使用しています。 
 グリス交換や継ぎ足しは基本的には不要です。 
 
注意 

 グリスを入れ過ぎるとグリスがはみ出る場合が 
 あります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
７．アンダーカバー内の草たまりの除去            

メインフレーム下のアンダーカバー、アンダーカバー 
ウシロ内に草が溜まりますので、５０時間毎を目安に清

掃をお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

警告 

      

油圧シリンダ 

エアブリーザ 

エアブリーザ 
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８．各部への給油                  
◆図表に従って、各部にグリスアップ（注油）を行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

№ グリスアップ（注油）箇所 時間 № グリスアップ（注油）箇所 時間 

① ヒッチ支点（２ヶ所） ５０H毎 ⑦ ロッドエンド支点 ５０H毎 

② ステアリングロッド支点（注油） ５０H毎 ⑧ ステアリングボルト支点（２ヶ所）（注油） ５０H毎 

③ ステアリングシャフトもたせ（２ヶ所） ５０H毎 ⑨ ステアリング支点 ５０H毎 

④ ステアリングシャフト支点（２ヶ所）（注油） ５０H毎 ⑩ ステアリングステー支点（左右各１）（注油） ５０H毎 

⑤ ロータフレーム支点（左右各１） ５０H毎 ⑪ ホーシング（左右各１） ５０H毎 

⑥ 油圧シリンダ支点（左右各２） ５０H毎    

① 

② 

⑤ ⑥ ⑥ 

⑦ 

⑨ 

⑩ 

⑪ ⑧ 

③ 

④ 

④ ③ 
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◆図表に従って、各部にグリスアップ（注油）を行ってください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 注：⑱はロータを上げた状態でグリスアップする事 
 

№ グリスアップ箇所 注油時間 

⑫ タインコントロールアーム（左右各８） 毎日 

⑬ ロータブラケット支点（左右各１） ５０H毎 

⑭   

⑮ タイヤフレーム（左右各４） ５０H毎 

⑯ カムトラック部（左右各１） 毎日 

⑰ ユニバーサルジョイント：時間及び給油箇所はユニバーサルジョイントの取扱説明書を参照してください。 

⑱ ロータ下（左右各１） 毎日 

⑲ ロータブラケット（左右） ５０H毎 

⑳ フレーム下ベアリング（２ヶ所） ５０H毎 

 
    
 
 
 
 
 

⑮ ⑯ ⑰ 

⑱ ⑲ ⑳ 

⑫ ⑬ 
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９．長期格納時の手入れ               
 水洗いして付着した泥やほこりなどを落とし、巻き付 

 いた草などを取り除いてください。 

 乾燥後は、各回転部・摺動部に注油・グリスアップし、 

錆ないようにしてください。 

 塗装のはがれた部分には、塗料など 

を塗って、錆ない 

 ようにしてください。 

 各部のボルト・ナットがゆるんでいないかを確認し、 

 るんでいるときは締めてください。 

 格納するときは雨やほこりのかからない、屋内の平坦 

 な場所で保管してください。 
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状況 診 断           処 置           
参照 
ﾍﾟｰｼﾞ 

 ジョイントがなる  タインが地面に当っている 
 作業速度が速過ぎる 
 草量が多い 

 すき間調整する 

 作業速度を遅くする 

 ロータ直径を小にする 

 かけ幅を少なくする 

２７ 

３１ 

２６ 

３１ 

 集草ムラができる  作業速度にムラがある 
 タインと地面のすき間が 
広すぎる 

ＰＴＯ回転速度が一定して 
いない 

 左右ロータ高さが異なっている 
 タインが損傷している 

 作業速度を一定化する 
 すき間を０～３ｃｍに調整する 
 
 回転速度を一定化する 
 
 左右同じ高さに調整する 
 修理するか交換する 

 

２７ 

 

３１ 

 

２７ 

 ロックカナグが 
動かない 

 安全ピンが「移動」状態に 
なっている 

「作業」状態にする ２４ 

 結束作業時、 
草だまりができる。 

 草量が多い 
 結束時、後進している 

 結束作業時、ハーフリフトする ２５ 

 ロータ揺動時、 
 音が大きくなった 

 パッキンが磨耗している  パッキン交換する  

 ウィンドローが 
 左右にずれる 

 ステアリングの調整がずれて 
 いる 

 ステアリング調整する ３３ 
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１．主要諸元      
 

品 名           コンビレーキ 

型 式           ＣＴ６４０１ 

装 着 方 法           ２Ｐけん引式・カテゴリ２形 

駆 動 方 法           ＰＴＯ駆動 （回転速度 ５４０ｍｉｎ－１（ｒｐｍ） ） 

適 応 ト ラ ク タ           ５８．８～１１０．３ｋｗ（８０～１５０ＰＳ） 

機
体
寸
法 

全 長           ５２６０ ｍｍ 

全 幅           
最大作業時 最小作業時 運搬時 

６４００ ｍｍ ５９００ ｍｍ ３０００ ｍｍ 

全 高           
作業時 運搬時(ﾀｲﾝｱｰﾑ収納時) 

１９５０ ｍｍ ３２００ ｍｍ 

質 量            １６９０ ｋｇ 

作 業 幅            ５９００～６４００ ｍｍ(４段階) 

ロ ー タ 数            ２ 

タインアーム本数 ８本／ロータ（計１６本） 

タ イ ン 数            ４本／タインアーム（計６４本） 

タ イ ヤ サ イ ズ            
ロータ ステアリング 

１５ｘ６．５０－８  ４ＰＲ １１．５／８０－１５  ６ＰＲ 

作 業 速 度            ５～１０ｋｍ／ｈ 

作 業 能 率            ２８０～５６０ａ/時 

  ※この主要諸元は、改良により予告なく変更することがあります。 
 
２．主な消耗部品     
 

品     名 部品コード 備     考 

タイン ７９１１８ ２２５２ ０００  

タインホルダー ４４１０９ ３８８１ ０００  

パッキン １１２８８ ５５９３ ０００  

 
 
３．給油     
 

給油箇所 使用オイル 給油量 

ミッション ギヤオイル ＃９０ 約３．０ﾘｯﾄﾙ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


